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つわりとは 

妊娠 5～6週頃から始まって、妊娠 9週頃にもっ

とも症状が強くなり、その後は徐々に軽くなって

いくことが多いとされています。 

主な症状は吐き気、嘔吐、食べたいものの好みの

変化などに加えて、頭痛や全身倦怠感などが現れ

ます。 

つわりは、妊婦さんの 50~80%に 

認められるといわれています。 

 

つわりのときの過ごし方 

つわりは妊婦さんの半数は経験する生理的な現

象であり、この期間に無理して食べられなくても

赤ちゃんに影響することはほとんどありません。 

食事は食べられるものから 

少しずつ口にしてもらう程度にして、 

無理して食べる必要はありません。 

食べられるものを食べる、 

飲めるものを飲むことがコツです。 

水分不足とビタミン不足を補うためにスポーツ

ドリンクなどを飲むように心がけましょう。 
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治療が必要なときは？ 

つわりがひどくなって、水も飲めなくなり、 

体重がどんどん減ってしまい、日常生活を送る 

ことが難しくなるような「妊娠
にんしん

悪阻
お そ

」になった 

場合には治療が必要になります。 

症状によって、入院か外来で 

行うかは相談となります。 

治療は、水分とビタミンを点滴

で補います。入院中は、栄養士さんと相談しながら個

別のメニューで対応します。悪阻による症状が長く続

く場合には中心静脈(太い血管)からカロリーの高い

点滴を行うことがあります。 

また、悪阻には精神的休養も必要になります。

できるだけ気分転換をして 

のんびり過ごしましょう。 

家族や職場の理解や 

サポートも大切です。 
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